
一41一

周知のように学術の国際交流は全体として盛んにな

ってきて当資料室における外国との文献の交換や外国

図書･雑誌の購入の範囲とその量は増加の一途をたどっ

ています.現在すでに言語の違いという隆路を克服す

る努力が重ねられその成果は多くの定期･不定期翻訳

出版物となって学術各分野の全地球的な発展に貢献し

つつあります.

それにつけても思い浮かぶのはA.F.BeTexTHH著

｢I〈ypcM㎜epaπ0rn胚｣の普及ぶりで英･独･仏･中･

朝･蒙だと20カ国をこえる言葉で出版されているこの記

録的た国際的名著の存在です.当書庫にはその露文

の原著と中国語版カミ収められています.この日本語版

が近く発行されることになっています.

当資料室は地球科学関係とくに地質学･地球物理学

･地球化学の分野で出版されている翻訳出版物の入手に

心がけてきました.たかでも研究者の方々カミ外国語

の中では英語に強くロシア語になじみがたいといわれ

ている現状からまたソ連における当該分野の研究の発

展とその成果が高く評価されている現状から入手して

いるのは露英翻訳出版物か主体とたっています.

ではこれからその1つ1つにつ

いて紹介しだから読まれるに当っ

資料室

表する隔月刊の定期雑誌です.(第1図)

世界の｢地球化学の祖｣ん眩ΦepcMaHを有するソ

連の伝統ある部門そあるだけにこの雑誌カミ果たしてい

る交流の意義はきわめて大きいといわねぱなりません.

しかし｢FeoxHMH貝｣の1968年11号分までの場合はと

もあれ全論文が完訳されているのに同年12号分から

｢節約｣が始まって次の諾論文カ;全く訳出されていま

せん(重要論文に限定したとしてあります).

FeoxHMH兄:N壷12.1968.

几A･CaM0姉0B班{,几H･XeTqKK0B1OTeMnepa-

TypHbIxno]=[paBKaxHa皿aBハeEHeKTeMIIepa-

TypeHcqe3H0BeHH兄ra30B0遂Φa3bIB0ムHbIx

pacTB0pOBHeKOTOpbIxc0刀e厳(2･3の塩溶液の気

相消失温度に対する圧力補正について).

A,B.yxaH0B:HHKe肚By肚TpaocH0BHxBK〃Io-

HeHH兄x〃3KeM6epπHT0BHxTpy60KCeBepH0貴

疵yTHH(北ヤクｰト地方キンバｰレイ若々筒産超塩基

性包有体中のニッケル)./

FeoxHMH兄:N;1.1969.

B-A､ΦpaHK-KaMeHe以K嚇,H.B.K0T0B,F.刊.

て心得ておかれた方カミ便利と思われ

ることについて書きとどめてみます.

I｢GeOChemiStry亙皿terna-

tio皿aエ｣:TheGeochemica1

卯捩整礬啓�

これはソ連科学アカデミｰが

1956年から月刊として出版し始めた

rFeoxHMH兄(地球化学)｣(ナウカ出

版所;モスクワ)の英訳とソ連その

他における地球化学関係出版物だ

とえば単行書からの部分的英訳を発

第1図FEOX肌MH兄�
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K皿｡収0Ba:Φa30BHeIlpeBpa叫eHH兄｡enH0〃H伽

nna刀HrOpcKHTaIIpHpa3HHxAaB〃eHH兄xBrHハｰ

POTePMa冊肥Ixycπ0BH見x(熱水条件下各種圧力時

における海泡石とバノレイゴルスカイトの相転移).

P.B.Te貴｡,凪.n.Ha如HR,肌K.3a6opx肌I童:

H30T0工IHH遂｡ocTaBKHcπopoムaCaCO畠PocTp0B

BepxHeMe"0BbIx6e皿eMHH↑0BHBMe叩a-cl■卿x

mpoハ(上部白亜紀矢石および母岩のCaC03の酸素同

位元素組成).

H.E.Fa朋HH:Oπ刀0TH0cTHnynpyr脳napaMe･

TpaxOKHcハ0BHcH"HKaTOB皿pHBHc0KHxハa-

B刀eHH兄x(BcB兄3班｡口po6πeMaMHBHy↑PeHH0ro

cTpoeHH兄3eM〃H)(高圧下における酸化物･珪酸塩の

密度と弾性パラメｰタについて地球内部構造の問題

に寄せて).

IO.A.H0B皿0B,IO.凪.CK06e刀eB,∬.H.H0BH-

K0Ba1O口eHKapyハ｡I1po兄B刀eHH直｡aM0po皿H0畳

Me皿HnOpe3y泌bTaTaMreoxHMHqecK0r00np0-

60BaHH元服mBepxH0cTn(地表の地化学的サンプ

リング結果による自然銅鉱徴の評価).

FeoxHMH兄:N壷2.1969.

B.I0.Ky3He町0B:OΦopMax肩axoxハeHH兄n0HH見

(Th230)nT0pH兄(Th232)B0KeaHe(海洋における

アイオニウム〔Th230〕とトリウム〔Th2島2〕の賦存形態

について).

B.n.見Ky叫eHH,A.H.Bop0H0B,A.X.MaxMy60B,

B.F.THx0MHp0Ba:3aK0H0MepH0cTHpacnpeAe一

班eHH兄re〃H兄BOCa皿0qHOHTO"叫enyC"0BH兄

ΦopMHp0BaHH兄eronp0MH㎜ハeHHHxcK0II"eHH遂

(堆積層中におけるヘリウムの分布規則性とその可採集

積体の形成条件).

F.B.XeTaryp0B,K.兀.PexBHa㎜BH孤H,B.T.Ko一

､･葦鮎

第2図お一ろ一ん(地鎮瀦養所麓料受入目録)

B0B伽0B:HeK0T0pHeoco6eHH0cTHpacnpe皿e一

刀eH胚兄6apH見B0K0〃｡pyムHHx口｡poλaxp兄ハa

cBHH耳0B0一口HHK0BHxMecT0pox皿eHn童CeBe-

pH0rOKaBKa3a(北カフカｰス地方鉛｡亜鉛鉱床群

鉱体周辺母岩中のバリウム分布の規則性).

AM.y1皿服0Ba:Pa〃｡洲eMeHTHB皿｡poλax

ToK0BcK0rOrpaHHTH0rOMaccHBa(トコフスキｰ

花商岩山塊岩石中¢)放射性元素).

FeoxHMH兄:Nも3.1969.

正O.B.Ky3He皿0B:TeM巫Hc0BpeMeHH0roocaAK00-

6pa80BaHH兄B0KeaHe(海洋中における現世堆積作

用の速度).

B.B.Ko兀｡ムH軋I0.B.皿｡6p0B:八e逆TepH遂Bno皿･

3eMHHxB0λax3anaハH0-TypKMeHcK0着HeΦ征e･

ra30H0cH0量｡6〃acTH(西トノレクメン石油･天然ガス

埋蔵地域における地下水中の重水素).

H.A.Be則e刀HaHH:OB03M0xHHxcTpyKTypHHx

TpaHcΦopMa叫H兄xB皿epexoハHOMc皿0eMaHTnH

3eM皿H(マントル移過層中の可能構造変形について).

A.H.1]"aTH0B,几B.Bepm0B:H30M0pΦ蝸MK0･

6a肚TaBnp凹p0則HxcΦa"epHTax(天然産閃亜鉛

鉱中におけるコバルトの類質同像混合).

A.H.HypHeB,3.A.凪xa66ap0Ba:MexΦa3H0e

pacnpeムe〃eHHera〃皿n兄HTaπ孤H兄(HeΦTb-

B0皿a)(ガリウムとタリウムの相間配列〔石一油一水〕)･

O.π.HBaH0B:0B03M0xH0cTH06Hapy双eHH兄

｡KpbITbIxcy"bΦHハHHxpyλHHxTeπn0Kpno一

｢eHHHMc0πeBHMOPeo"aMPa㏄e珊H兄(氷結塩分

散ノ･ロｰによる潜頭硫化物鉱体発見の可能･性について).

FeoxHMHH:コNら4.1969.

A.几A皿eKca則P0B

蟻寮擦

���呈�������

]=[apaMeTpOBpacnpeハe瓜e-

HH兄KaハH兄gHaTpH見,Py6-

HAH兄H〃H↑H兄B｢paHHT-

o〃ハax6a意Ka〃H皿HHxπp-

HK加aハHOe3Ha{eHHe(バイ

カル地塊花南岩類中における

カリウム･ナトリウム･ノレビ

ジウム･リチウム分布パラメ

ｰタの統計的考察).

AH.FHH36ypr,O.凪.C↑･

aBp0B:KreoxHMH兄凪e3H兄

(セシウムの地球化学につい

て).

F.Φ.HBaH0Ba,H.∬.Xoムax-

0BcK肋:06yc〃0BH脳｡6-

pa30BaHH見MHHepa皿0BB0一

皿bΦPaMaHM0皿n6皿eHaB

rH皿pOTepMa皿bHOMnp0μe一�
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CCe(熱水過程におけるタングステン鉱物･モリブデン

鉱物の生成条件について).

レLF,KHccHH,C､γLnax0M0B:Kreox凹M㎜HyI切e-

KKcハ0THBr洲y6KHx30月ax]=[oA3eMH0遂rHハPo-

cΦe岬(地下水圏深部帯における炭酸ガスの地化学につ

いて).

RO.Pa凪KeBnq,凱C.OBHapeK:H0BHe凪aHHHe

o6a6co狐I0TH0MB03pacTeIIo皿HMeTaハπHHecKHx

MecT0poxハeHH貴CeBepH0roKaBKa3a(北ヵフヵ

一ス地方参金属鉱床の絶対年代に関する新デｰタ).

以下劣賂しますがこの｢FeoXHMH兄｣が掲載している

全論文のテｰマは｢おんる一ん｣(第2図)に露文と

日本文で紹介してありますから参考にして下さい.

｢おんる一ん｣は地質調査所の各部と支所･出張所に

一部づつ備えてあります.

現在のところ原著(Feo畑MHH)は1970年12号まで入

庫し英訳詩(GeOchemist･yIntemationa1)は!969年12

号分まで到着しています.原著論文には文末に英文の

抄録が付されていますので英訳誌上に訳出されていた

い原著論文でもその英文抄録で大意を知ることは可能で

す.さらに各論文に国際十進分類法による標数が載せ

られていますからその標数だけで論文のテｰマを知る

こともできます.原著の目次は露文と英文で書かれて

いますが英文の方に誤りカミあることも認められますか

ら注意する必要があり英訳誌ではそれを正しく訳し

たおしています.

英訳の正確さという点からいえば基本的た誤訳は低い

ようです.しかし数字の表現をO,00n-0,0n%

一→･10-100ppmと書きかえたり大きく意訳してニュ

アンスを変えたりした部分については少し気にたります.

りのある領域のすべてにわたっています.

発行当初の頃はたとえばvoL2No･12のrOutline

ofthegeo1ogyofKorea｣(立岩巌)やvoL2No.7

の｢UseOfre且ection-seis皿icmethodsintheexp1oration

ofdeepbeds｣(G.Dohr)vo1.2No.10のrPre1imL

narystudyofthemanganesedepositsofChina｣(Chao

Chia･hsingら)のように日本･ドイツ･中国荏どの学

者が発表した論文も英訳･掲載されていましたが現在

ではほとんどすべての取り扱い論文がソ連のものに集中

しマ｡1.12No.7にrAbmdanceofche皿ica1ele･

工nentsintheearth'scrustanditsmajortectonicunits｣

(LeeTanら)が載せられていることは久々のソ連以外

の論文の英訳掲載といえましょう.

論文や抄録･紹介の英文化の方式は主として専門翻

訳者によっていますが著者自身が英文で書き直しあ

るいはrIntemationa1Geo1ogyReview｣のために英文

で書き下したものもあります.たとえばvo1.1No.

2のrTypesoffo1dingandtheirorigin｣(V.V.Be1-

0uSSOV)は後者の例であり前述の立岩巌の論文は前者

の例です.

また専門翻訳者といってもそれは必ずしも地学関

係の専門家であることを意味していませんしアメリカ

人であるとも限っていません.たとえばvo1.2No.

12の｢Out1ineofthegroundwaterinNorthChina｣

(蔵岡延男)は近蔵忠造カミ英訳したものでありY01.5

No.5のrOntheconceptofconcentrationofore-

forIninge1ementsandtheエe1ationshipoftheirfre-

quencyintheearth'scrust｣(関根良弘)はFusejima

Reiko(伏島玲子:音訳)が訳出したものです.

(以下29頁へつづく)

】I｢亙亙ter皿ati0皿a1GeO10gy

ReYiew｣:AmericanGe

ologica玉Institute,U.S.A.

これは1959年1月から年間12冊で

もって主としてソ連のときには中

国日本ドイツだとの重要と目

された地学関係の論文を英訳(原著

者が依頼されて直接英文で投稿した

ものもある)しさらに重要な単

行本の抄録を掲載しまたソ連につ

いては学会の総括や決議たどを抜粋

･英訳した雑誌です(第3図).そ

の取り扱い範囲は重圏･岩圏･水圏

･気圏･イオン圏から月にまで及び

学問の領域からいえば地学に関わ

第3図Intemationa1Geo1ogyReview�


